
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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【半導体物理】 

3. 光電子分光から半導体のバンド構造を決める方法について解説してください。 

作成日： 2018年 10月 23日 

担当者： 近藤 航平 

 電子が詰まっている準位および空の準位と真空準位のエネルギー差を直接測定する方法が、紫外光電

子分光（UPS）と逆光電子分光（IPES）である。UPS と IPESの概念図を Fig. 1に示す。UPS では既知の

エネルギーの紫外光を当てて電子を励起する。真空準位より高い位置に励起された電子は真空準位との

差の運動エネルギーを持って試料の外に飛び出し、運動エネルギーを測定することにより真空準位まで

のエネルギー差を求めることができる。IPES では試料の外から種々のエネルギーの電子を導入する。試

料に入った電子は空の準位とのエネルギー差の光を放って空の準位に落ちる。決まったエネルギーの発

光の強度を電子のエネルギーの関数として測定することにより、空の準位と真空準位のエネルギー差を

求めることができる。Fig. 2 に測定結果の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 UPSと IPESの概念図 

 

 

 

Fig. 2 UPSと IPESの測定結果の例 
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